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「日本のもうひとつの言語、
もうひとつの文化」
W.J.ハロフスキー
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1・2

4つのセンターがNGU生の
学生生活をサポートしています!
教育学習支援センター
S-プラッツ（学習支援推進センター）
資格センター
キャリアセンター

「宇宙」や「世界」を表すCOSMOS（コスモス）と
PANORAMA（パノラマ）との合成語。
19世紀にロンドンの街角でしばしば行われた世
界各地の様子をのぞきみせるショーの名称とし
て使われたのが最初。世界の動きに興味を持ち、
大きな視点に立ってそれを見渡すことができる
ようにとNGU NEWSの愛称に採用しました。

COSMORAMA（コズモラマ）の由来
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本学では毎年新入生オリエンテーションを開催しています。
2011年度も、ガイダンスとともにフィールドワークや合宿を実施しました。このプロ
グラムを通じて、友人や教員、ティーチングアシストの先輩らとの交流を深めます。
大学の雰囲気に早く慣れ、充実した学生生活を送られることを期待しております。

新しい生活、
新しい友達づくり!
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2
0
1
1
年
4
月
1
日（
金
）午
前
10
時
30
分
か
ら

名
古
屋
国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
キ
リ

ス
ト
教
の
礼
拝
形
式
に
則
り
入
学
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。5
学
部
9
学
科
の
1
、2
7
7
名
、編
入
学

17
名
、大
学
院
64
名
、留
学
生
別
科
8
名
の
新
入
生
を

迎
え
ま
し
た
。

式
で
は
葛
井
宗
教
部
長
に
よ
る
聖
書
朗
読
・
祈
祷
の

後
、木
船
久
雄
新
学
長
よ
り
次
の
と
お
り
の
式
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

「
こ
の
度
の
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
、

ま
た
被
災
地
に
所
縁
の
深
い
方
々
に
、心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
が
今
日
の
式
典
に
来
る
途
中
、震
災
義
援
金

の
活
動
を
し
て
い
る
本
学
学
生
の
姿
が
目
に
と
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
。今
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
な
ど

も
始
め
る
予
定
で
す
。本
学
は「
敬
神
愛
人
」を
建
学
の

精
神
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
大
学
で
す
。「
敬
神

愛
人
」は「
神
を
敬
い
、人
を
愛
す
る
」と
書
き
ま
す
。

「
神
を
敬
い
、人
を
愛
す
る
」と
は
、学
ぶ
者
も
教
え
る

者
も
謙
虚
で
あ
れ
、他
者
に
優
し
く
あ
れ
、そ
れ
が

自
ら
の
人
格
陶
冶
と
人
類
の
平
和
や
福
祉
を
も
た

ら
す
、と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
の
大
震
災
で
、自
ら
の
身
を
呈
し
て
避
難
勧
告

を
告
げ
た
消
防
団
員
や
不
足
す
る
水
や
食
料
を
分
け

合
っ
て
い
る
人
た
ち
の
姿
に
海
外
メ
デ
ィ
ア
は
、称
賛

の
声
を
上
げ
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
、こ
の
よ
う
な

他
者
を
愛
す
る
精
神
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、他
者
を
愛
す
れ
ば
他
者
か
ら
も
愛
さ
れ
、他

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
う
ま
く
い
き
ま
す
。

他
者
を
愛
す
る
こ
と
は
、日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
配

り
か
ら
始
ま
り
、そ
の
第
一
歩
が
挨
拶
で
す
。就
職
活

動
の
際
、企
業
が
求
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
高
い
人
材
に
な
る
に
は
挨
拶
が
き
ち
ん
と
で
き
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。大
学
で
は
、学
長
の
私
と

学
生
部
長
が
あ
い
さ
つ
運
動
の
率
先
垂
範
の
張
本
人

で
す
。私
も
皆
さ
ん
に
挨
拶
し
ま
す
。で
す
か
ら
皆
さ

ん
も
、教
職
員
、学
生
同
士
で
是
非
、挨
拶
を
交
わ
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
は
、知
識
を
得
る
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、

人
格
を
磨
き
、自
ら
の
可
能
性
に
挑
戦
す
る
場
で
も
あ

り
ま
す
。皆
さ
ん
の
可
能
性
を
広
げ
、成
長
の
機
会
と

す
る
た
め
に
、大
学
は
様
々
な
チ
ャ
ン
ス
を
用
意
し
て

い
ま
す
。授
業
は
言
う
ま
で
も
な
く
、サ
ー
ク
ル
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、留
学
、地
域
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

大
い
に
大
学
を
利
用
し
て
、自
ら
を
進
化
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

歴
史
的
な
大
震
災
の
年
に
、皆
さ
ん
は
名
古
屋
学
院

大
学
の
学
生
に
な
り
ま
し
た
。振
り
返
れ
ば
、こ
の

大
震
災
は
新
し
い
日
本
が
誕
生
す
る
契
機
で
あ
っ
た

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。新
し
い
日
本
を

支
え
、新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
く
の
は
、間
違

い
な
く
、あ
な
た
方
で
す
。

建
学
の
精
神「
敬
神
愛
人
」を
胸
に
抱
き
、自
ら
と

日
本
の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
若
者
に
な
る
よ
う
、

大
学
を
大
い
に
利
用
し
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。私
た
ち

は
、皆
さ
ん
を
全
身
全
霊
で
応
援
し
ま
す
。」

そ
の
後
、大
学
院
、学
部
、留
学
生
別
科
の
各
代
表
に

よ
る
宣
誓
、ア
ン
サ
ン
ブ
ル
し
ろ
と
り
に
よ
る
奉
献

演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。

入
学
式
終
了
後
に
は
、本
学
吹
奏
楽
部
・
ジ
ャ
ズ

研
究
会
に
よ
る
歓
迎
演
奏
が
あ
り
、歓
迎
ム
ー
ド
が

一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
。

経済経営
外国語学
通信教育課程
合　計

大学院

研究科
博士前期課程・修士課程 博士後期課程
1年 1年 2年2年 3年

合計

学生数（大学院・学部・留学生別科）　2011年5月1日現在

 40 55 0 4 1 100
 6 9 - - - 15
 16 32 2 4 6 60
 62 96 2 8 7 175

経済学部
商学部
外国語学部
人間健康学部
スポーツ健康学部
リハビリテーション学部
合　計

学　部

留学生別科

総合計

学　部 1年 2年 3年 4年 合計
 468 514 489 591 2,062
 355 353 376 391 1,475
 252 223 206 252 933
 - - 168 178 346
 109 129 - - 238
 93 78 - - 171
 1,277 1,297 1,239 1,412 5,225

18

5,418

おいしいよ　　　　Q

追い抜いてやる～

久しぶりに歩いたっす。

焼き物体験面白い!

みんな和気あいあい。 オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

風
景

入学式を挙行2 0 1 1 年 度

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害

を
受
け
ら
れ
た
皆
様
、ま
た
被
災
地
に
所
縁

の
深
い
皆
様
に
、心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。

さ
て
私
は
、前
学
長
・
小
嶋
博
先
生
の

後
任
と
し
て
、本
年
4
月
よ
り
第
11
代
学
長

と
い
う
大
役
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。浅
学
非
才
な
身
で
す
が
、皆
様
の
薫
陶
を

得
て
、全
力
で
職
務
に
励
む
所
存
で
す
。

本
学
は
、4
月
1
日
に
5
学
部
、2
研
究
科
、

1
留
学
生
別
科
に
総
勢
1
、3
６
５
人
の
活
力

あ
ふ
れ
る
爽
や
か
な
新
入
生
を
迎
え
、第
48
回

の
入
学
式
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。前
後

し
ま
す
が
、3
月
15
日
に
は
、名
古
屋
と
瀬
戸
の

W
キ
ャ
ン
パ
ス
体
制
に
な
っ
て
か
ら
入
学
し
た

初
め
て
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。全
国
的
に
大
学
卒
業
生
の
就
職
内
定

率
が
低
迷
す
る
中
で
、瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学

ぶ
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
科
の
学
生
達
の
そ
れ
ら
は
傑
出
し
た
も

の
で
し
た
。名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
3
学
部
は
、

早
急
に
そ
の
要
諦
を
学
び
、就
職
活
動
の
支
援

強
化
の
糧
に
す
べ
き
と
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

2
0
1
1
年
度
は
、教
学
サ
イ
ド
の
組
織

目
標
と
し
て
次
の
6
つ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
は
、
1「
敬
神
愛
人
」お
よ
び
キ
リ
ス

ト
教
主
義
教
育
の
浸
透
度
向
上
、
2
学
生
達

の
授
業
満
足
度
の
向
上
、
3
生
活
お
よ
び

就
職
活
動
の
支
援
強
化
、
4
教
育
上
の
3
つ

の
ポ
リ
シ
ー（
※
A
P
、C
P
、D
P
）の
整

理
と
統
合
、
5
大
学
が
持
つ
幅
広
い
リ
ソ
ー

ス
を
利
用
し
た
社
会
貢
献
活
動
の
充
実
、
6

学
外
組
織（
同
窓
会
、地
域
、企
業
、高
校
等
）

と
の
連
携
強
化
、で
す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
本

学
が
社
会
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
き

た
特
徴
と
し
て
、
1
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
資

格
講
座
が
充
実
、
2
先
進
的
な
I
C
T（
情

報
通
信
技
術
）利
用
教
育
、
3
国
際
交
流
と

留
学
機
会
が
豊
富
、
4
地
域
と
の
連
携
の

強
さ
、が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
を
伸
長
さ
せ

る
と
同
時
に
、「
5
丁
寧
な
教
育
」
を
加

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、名

実
と
も
に「
学
生
が
確
実
に
成
長
で
き
る

大
学
」と
し
て
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を

進
化
さ
せ
、キ
ラ
リ
と
光
る
大
学
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。

建
学
の
精
神「
敬
神
愛
人
」を
肝
に
銘
じ
、

私
心
を
捨
て「
学
生
の
た
め
に
な
る
か
、名
古
屋

学
院
大
学
の
発
展
の
た
め
に
な
る
か
」を
物
事

の
判
断
基
準
と
し
て
、職
務
に
励
む
所
存
で
す
。

皆
様
方
に
は
、引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
学
長
あ
い
さ
つ

※
A
P=

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー（
入
学
者
の
受
入
れ
）

　
C
P=

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー（
教
育
課
程
の
編
成
）

　
D
P=

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー（
卒
業
認
定
・
学
位
授
与
）

学長 木船久雄
 き ぶね ひさ お

2 1



・宅地建物取引主任者 14名
・総合旅行業務取扱管理者 7名
・国内旅行業務取扱管理者 16名など資格試験実績

2010年度

　
2
0
1
0
年
10
月
、学
部
生
の
み
な

さ
ん
の
「
学
び
」を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
教
育
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

(Learning Support C
enter/LSC

）

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
学
習
相
談
や
自
習
・
検
定
・
試
験
の

援
助
・
学
部
行
事
の
企
画
・
補
助
が
主

な
仕
事
で
す
。学
生
の
み
な
さ
ん
に
と

っ
て
は
、先
輩
や
先
生
方
と
の
出
会
い

の
場
に
、ま
た
、自
己
啓
発
の
場
に
も

な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。学
生
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に「
学
び
」の
喜
び
を
ど
ん

ど
ん
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
。着
実
に
。合

言
葉
はN

ever G
ive U

p(N
G
U
)

で
す
。

1
学
習
相
談

　
授
業
や
勉
強
に
関
す
る
不
安
や
問

題
は
、誰
に
で
も
あ
る
も
の
。一
人
で

悩
ま
ず
、ま
ず
は
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。自
信
が
な
い
な
ら
、も
う
少

し
だ
け
、や
り
足
せ
ば
い
い
の
で
す
。

大
学
生
ら
し
く
、前
向
き
に
、ど
ん
ど

ん
「
学
び
」ま
し
ょ
う
。　

2 

学
習
ス
ペ
ー
ス
の
提
供

　
L
S
C
は
、充
実
し
た
学
習
環
境
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。広
い
テ
ー
ブ
ル
、

音
楽
が
流
れ
る
カ
ジ
ュ
ア
ル
ス
ペ
ー

ス
と
二
人
ず
つ
に
仕
切
ら
れ
た
学
習

ス
ペ
ー
ス
。グ
ル
ー
プ
で
も
一
人
で
も
、

使
い
方
は
自
由
で
す
。パ
ソ
コ
ン
を
持

参
す
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
使
え

ま
す
。あ
な
た
の
勉
強
部
屋
と
し
て
上

手
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

3 

学
習
支
援

先
生
方
と
連
携
し
て
学
部
行
事
の
サ

ポ
ー
ト
や
授
業
の
成
果
確
認
の
た
め

の
検
定
の
実
施
な
ど
、色
々
な
形
で
学

生
を
支
え
ま
す
。ま
ず
は
手
始
め
に
日

本
語
検
定
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
目
指
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
資
格
セ
ン
タ
ー
で
は
、学
生
の
皆
さ
ん

が
、将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
、社
会
で
活

躍
で
き
る
た
め
の
資
格
取
得
へ
向
け
て
、

き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
り

ま
す
。

　
資
格
セ
ン
タ
ー
で
は
、特
に
、公
務
員

採
用
試
験
、行
政
書
士
試
験
、宅
建
試
験
、

簿
記
検
定
へ
の
合
格
に
力
を
入
れ
て
お

り
ま
す
。1
・
2
年
で
宅
建
・
簿
記
に
、2
・

3
年
で
行
政
書
士
に
、3
・
4
年
生
で
公

務
員
試
験
に
合
格
で
き
る
よ
う
、モ
デ
ル
・

プ
ラ
ン
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

資
格
専
門
学
校
に
よ
る
講
座
の
み
な
ら

ず
、無
料
の
自
主
講
座
が
開
か
れ
、合
格

者
を
多
数
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。簿
記
、

宅
建
、行
政
書
士
、公
務
員
に
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
一
度
尋
ね
て
き
て
く
だ
さ

い
。

　
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、何
よ
り

も
、「
あ
き
ら
め
な
い
」と
い
う
強
い
精
神

力
が
必
要
で
す
。あ
き
ら
め
そ
う
に
な
っ

た
ら
、資
格
セ
ン
タ
ー
へ
き
て
く
だ
さ
い
。

資
格
セ
ン
タ
ー
に
は
、明
る
く
親
身
に
な

っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ

が
学
生
の
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
資
格
に
関
す
る
質
問
や
講
座
に
関
す

る
相
談
な
ど
、資
格
に
興
味
に
あ
る
方
は
、

是
非
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
Ｓ-

プ
ラ
ッ
ツ（
学
生
支
援
推
進
セ
ン

タ
ー
）は
、学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
を
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
支
援
し
て
い

ま
す
。そ
の
取
組
は
、大
き
く
分
け
て

3
つ
あ
り
ま
す
。

　
1
つ
目
は
、〈
課
外
活
動
支
援
〉で
す
。

主
に
、ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
案
内
・
サ
ー

ク
ル
の
新
規
立
ち
上
げ
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
当
セ
ン
タ
ー
独

自
の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
、学
部
・
学

年
を
こ
え
た
学
生
交
流
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。（
昨
年
度
は『
瀬
戸
＝
名

古
屋
35
キ
ロ
ハ
イ
ク
』『
女
子
限
定
！

ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン
ト
』な
ど
を
開
催
し

ま
し
た
。）

　
2
つ
目
は
、〈
な
ん
で
も
相
談
窓
口
〉

機
能
で
す
。学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
相

談
内
容
は
、単
位
の
こ
と
、友
達
の
こ
と
、

将
来
の
こ
と
等
、多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
・
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
の
で
、

困
っ
た
時
は
気
軽
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　
3
つ
目
は
、〈
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉で
す
。学
生
団
体
や
学

生
個
人
の
挑
戦
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制

度
を
本
年
度
か
ら
始
め
ま
す
。「
大
学

に
入
っ
た
か
ら
に
は
何
か
に
挑
戦
し

た
い
」と
思
っ
て
い
る
人
、お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
3
つ
の
取
組
を
中
心
に
、当

セ
ン
タ
ー
で
は
学
生
が
伸
び
伸
び
と

自
分
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、支

援
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
N
G
U
生
の
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
Ｓ-

プ
ラ

ッ
ツ
を
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
、幅
広
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
が
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
で
す
。全
学
部
共
通
の
科
目「
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」や「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」の
企
画
・
運
営
か
ら
、進
路
選

択
や
就
職
活
動
に
必
要
な
情
報
提
供

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
」は
1
年
次
か
ら
3
年
次
ま

で
開
講
さ
れ
、学
生
自
身
が
自
分
を
見

つ
め
、将
来
に
つ
い
て
考
え
、社
会
に

で
る
た
め
の
基
礎
知
識
を
養
い
ま
す
。

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」は
企
業
・
団
体

で
夏
季
・
春
季
の
休
暇
を
利
用
し
て
実

習（
2
週
間
）を
行
い
、毎
年
1
5
0
名

程
度
の
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。就

職
支
援
と
し
て
は
、就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

就
活
ス
タ
ー
ト
個
人
面
談
、内
定
者
報

告
会
、履
歴
書
・
面
接
・
筆
記
試
験
な
ど

の
就
職
対
策
特
別
講
座
、業
界
セ
ミ
ナ

ー
、本
学
主
催
会
社
説
明
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
・
講
座
の
ほ
か
、模
擬
試
験
や

履
歴
書
添
削
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、※
C
C
S
に
は
求
人
情

報
の
掲
載
だ
け
で
な
く
、キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
カ
ル
テ
・
就
活
日
記
シ
ス
テ
ム

の
導
入
や
ブ
ロ
グ
の
掲
載
も
行
っ
て

い
ま
す
。キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
翼
館
2
階
、瀬
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
は
希
望
館
1
階
に
設
置

さ
れ
、3
・
4
年
生
は
も
ち
ろ
ん
、進
路

に
関
す
る
漠
然
と
し
た
疑
問
や
不
安

を
抱
え
る
1
年
生
も
気
軽
に
利
用
で

き
る
よ
う
門
戸
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

2月の本学主催会社説明会は体育館で
開催され、たくさんの学生が参加しました。

(株)トーエネック、トヨタ自動車(株)、新日本製鐵(株)、
ヤマハ(株)、コカ・コーラセントラルジャパン(株)、
バロー(株)、(株)エディオン、(株)エービーシー・マート、
(株)岐阜銀行、瀬戸信用金庫、東海東京証券(株)、
住友不動産販売(株)、東日本旅客鉄道(株)(JR東日本)、
東海旅客鉄道(株)(JR東海)、郵便局(株)、伊勢湾海運(株)、
名港海運(株)、(株)ANAエアサービス東京、
(株)中電シーティーアイ、(株)宮崎放送、
(株)名古屋観光ホテル、(学)藤田学園藤田保健衛生
大学病院、公立学校教員・職員、市町村職員、消防官、
警察官、自衛官、ほか

学習スペース
資格
ガイダンス

その他にも多数の講座を開講します。

親身な
スタッフ カジュアルスペース

ある日の風景

教
育
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

誕
生
！ 

就職実績2010年度

資格センター

キャリアセンター S-プラッツ

教育学習支援センター

S-プラッツの様子

ひなまつりイベント

■2011年度  資格講座スケジュール

瀬戸/名古屋ハイク

イベント
もりだくさん !

公務員

教員

国家試験対策

開始日資格対象 キャンパス

公務員試験対策講座

教員採用試験対策講座

行政書士試験対策講座

宅地建物取引主任者試験対策講座

旅行業務取扱管理者試験対策講座

ITパスポート試験対策講座

5月18日

9月　6日

6月15日

5月14日

5月11日

名古屋

講座名

※キャンパスコミュニケーションシステム
　学生と教員・事務局を結ぶNGU独自のITシステム。
　大学からの連絡事項がパソコンから確認できます。
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「みんなが楽しめる場に」「みんなが楽しめる場に」
演奏者、ＮＧＵの学生さん、地域の方々、そ
して私たち自身も・・・。皆さんが楽しむこ
とのできる場をめざし、これからもがんば
っていきたいです！

外国語学部国際文化協力学科3年

籔本　佳林さん
コンサート企画運営サークル
「昼コンプロジェクトクラブ」主幹（ ）

やぶもと かりん

お昼休みのひとときを
「より楽しい」時間に

今
年
か
ら
2
部
昇
格

さ
ら
な
る
飛
躍
を
!

本番中の籔本さん。演奏者をしっかりサポート

本番中の籔本さん本番中の籔本さん

2011年度最初の昼コンでは、ダン
ス部が登場。多くのお客さんを集め
大盛況に終わりました

2011ダンス部2011ダンス部

2部昇格を決めた入れ替え戦後：昨年秋2部昇格を決めた入れ替え戦後：昨年秋

商学部商学科4年

福森 竜貴さん
（名古屋学院大学硬式野球部 主将）

 ふく もり りゅう き

「皆で一丸に」
硬式野球部は現在２部に在籍していて近
い将来1部昇格をめざし、明るく元気にを
モットーに日々活動しています！

◆
硬
式
野
球
部
の
日
々
の
練
習
や
活
動
内
容
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

僕
た
ち
名
古
屋
学
院
大
学
硬
式
野
球
部
は
、昨
年

「
愛
知
大
学
野
球
リ
ー
グ
」の
２
部
に
昇
格
し
、今
年

度
は「
1
部
昇
格
」を
め
ざ
し
て
、選
手
・
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。授
業
が
終
わ

っ
た
後
、
15
時
半
か
ら
自
主
練
習
を
開
始
し
、
17
時

か
ら
全
体
練
習
を
3
時
間
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。現

在
は
春
季
リ
ー
グ
戦
が
開
幕
し
て
い
る
の
で
土
・
日

は
試
合
の
こ
と
が
多
い
で
す
。ま
た
、夏
休
み
に
は

富
山
遠
征
か
関
東
遠
征
を
行
う
予
定
で
す
。

名
学
大
野
球
部
で
は
、監
督
と
学
生
コ
ー
チ
が
練

習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
の
で
、選
手
の
声
が
直
接
監

督
に
届
き
や
す
く
、監
督
・
ス
タ
ッ
フ
含
め
野
球
部

全
員
が
同
じ
目
標
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

◆
野
球
部
の「
キ
ャ
プ
テ
ン
」と
し
て
苦
労
す
る
こ
と

は
何
で
す
か
？

今
年
か
ら
主
将
と
な
り
、チ
ー
ム
の
雰
囲
気
や
、

各
選
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

げ
る
事
に
と
て
も
苦
労
し

て
い
ま
す
。ま
だ
、

就
任
し
て

か
ら
日
も
浅
い
の
で
、自
分
が
ど
う
振
舞
え
ば
チ
ー

ム
の
雰
囲
気
が
良
く
な
る
か
、各
選
手
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
か
試
行
錯
誤
し
て
い
る

段
階
で
す
。

そ
の
な
か
で
、少
な
く
と
も
現
在
は「
自
分
が
行

動
で
示
し
て
先
頭
に
立
つ
」と
い
う
こ
と
を
意
識
し

て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。当
た
り
前
の
事
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、少
し
で
も
チ
ー
ム
全
体
に
良
い

影
響
を
与
え
ら
れ
れ
ば
良
い
と
思
い
、意
識
し
て
行

動
し
て
い
ま
す
。

◆
野
球
部
と
し
て

の
活
動
を
通
し
て

嬉
し
か
っ
た
こ
と

は
ど
の
よ
う
な
こ

と
で
す
か
？

日
々
の
練
習
を

頑
張
っ
て
き
て
、

自
分
と
し
て
結
果

が
出
た
と
き
、そ

し
て
チ
ー
ム
が
試

合
に
勝
利
し
た
と

き
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
瞬
間
で
す
。毎
日
厳
し
い
練

習
を
し
て
き
た
成
果
が
出
て
、チ
ー
ム
メ
ー
ト
と
喜

ぶ
瞬
間
は
、や
は
り
何
回
経
験
し
て
も
最
高
で
す
。

最
近
、今
年
か
ら
所
属
す
る
２
部
リ
ー
グ
の
リ
ー

グ
戦
で
初
勝
利
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
勝
利
は
節
目
の
勝
利
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

嬉
し
さ
を
感
じ
る
の
と
同
時
に
、こ
れ
か
ら
の
リ
ー

グ
戦
で
良
い
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
る
よ
う
、身
の
引

き
締
ま
る
思
い
に
さ
せ
て
く
れ
る
勝
利
で
し
た
。

◆
勉
強
と
の
両
立
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
？

僕
自
身
、正
直
に
言
い
ま
す
と「
自
分
は
頭
が
良

い
」な
ど
と
胸
を
張
っ
て
言
う
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
の
で
、自
分
が
ま
ず
で
き
る
こ
と
の
第
一
歩
目

と
し
て
、入
学
し
て
か
ら
現
在
ま
で「
と
に
か
く
授

業
を
休
ま
な
い
！
」と
い
う
事
を
意
識
し
、勉
強
も

お
ろ
そ
か
に
な
ら
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、先
生
方
と
も
親
し
く
し
て
い
た
だ
き
、

聞
き
た
い
こ
と
は
す
ぐ
に
聞
け
る
、ま
た
様
々
な
お

話
を
聞
け
る
と
い
う

関
係
に
な
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、今
で

は
授
業
に
出
て
い
て

良
か
っ
た
な
あ
と
感

じ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

３
年
生
終
了
時
ま
で

単
位
を
落
と
す
こ
と

な
く
、全
て
取
得
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

◆
今
年
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
年
中
に
チ
ー
ム
を
１
部
リ
ー
グ
に
昇
格
さ
せ

る
事
が
目
標
で
す
。ま
ず
は
段
一
段
階
と
し
て
、春

の
リ
ー
グ
戦
で
２
部
に
残
留
さ
せ
、４
年
生
に
と
っ

て
は
最
後
の
リ
ー
グ
戦
と
な
る
秋
の
リ
ー
グ
戦
で
、

僕
た
ち
４
年
生
が
中
心
と
な
り
１
部
に
昇
格
さ
せ

る
。そ
し
て
、そ
の
後
は
こ
れ
ま
で
一
緒
に
戦
っ
て

き
た
後
輩
た
ち
に
全
て
を
任
せ
る
と
い
う
事
が
目

標
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
日
々

の
練
習
を
厳
し
く
、気
持
ち
を
入
れ
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
メ
ー
ト
と
毎
日
厳

し
い
練
習
に
取
り
組
む
福
森
さ
ん
。福
森
さ
ん
個
人

の
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
、硬
式
野
球
部
の
活
躍
に
も
期

待
が
膨
ら
み
ま
す
。

活躍する福森さん活躍する福森さん

活躍する NGU生
interview

◆「
昼
コ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ク
ラ
ブ
」(

以
下

「
昼
コ
ン
」)

は
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
団
体
で
す
か
？

ピ
ア
ノ
・
ギ
タ
ー
・
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
楽
器
の
演
奏
に
よ
っ
て
、皆
さ
ん

に
お
昼
休
み
を
よ
り
一
層
楽
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
標
に
、主
に
第
2
・
第
4
金
曜

日
に
開
催
す
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
企
画

と
運
営
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
自
ら
が
演
奏
す
る
わ
け
で

は
な
く
、演
奏
で
き
る
方（
吹
奏
楽
部
さ
ん

や
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
研
究
会
さ
ん
な
ど
）を
お
呼
び

し
て
演
奏
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
活
動
で
、

出
演
依
頼
の
オ
フ
ァ
ー
を
出
し
た
り
、ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
運
営
す
る
う
え
で
の
音
響

機
材
の
操
作
、司
会
進
行
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、「
機
材
を
運
び
出
し
、片

付
け
る
」と
い
っ
た
機
材
設
置
・
操
作
向
上

の
た
め
の
実
務
的
な
練
習
も
毎
週
行
っ
て

い
ま
す
。活
動
内
容
が
、ど
こ
か
会
社
み
た

い
な
サ
ー
ク
ル
で
す
。

◆「
昼
コ
ン
」に
所
属
し
た
き
っ
か
け
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
？

先
輩
に
勧
誘
さ
れ
、言
わ
れ
る
が
ま
ま
に

ブ
ー
ス
へ
話
を
聴
き
に
行
っ
た
際
に
、「
お

も
し
ろ
そ
う
！
」と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。現
在
、私
自
身
が
3
年
生
に
な
り
、新

入
生
の
後
輩
の
み
な
さ
ん
に
も
当
時
の
私

と
同
じ
よ
う
に「
お
も
し
ろ
そ
う
！
」と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
サ
ー
ク
ル
を
目
指

し
て
い
ま
す
！

◆「
昼
コ
ン
」で
大
変
な（
だ
っ
た
）こ
と
、苦

労
し
た
経
験
は
あ
り
ま
す
か
？

「
昼
コ
ン
」は
、コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る

頻
度
も
高
い
の
で
、そ
の
ぶ
ん
月
間
の
企
画

書
や
使
用
場
所
の
申
請
書
、イ
ベ
ン
ト
後
の

報
告
書
な
ど
提
出
す
べ
き
書
類
が
多
く
、サ

ー
ク
ル
の
仲
間
の
協
力
も
得
な
が
ら
毎
回

毎
回
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、出
演
し
て
く
だ
さ
る
団
体
さ
ん
を

探
す
た
め
に
、大
学
内
を
歩
き
回
り
、ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
と

て
も
大
変
で
す
。し
か
し
、そ
の
ぶ
ん
ス
ム

ー
ズ
に
コ
ン
サ
ー
ト
が
進
行
し
、会
場
が
盛

り
上
が
っ
た
と
き
は
、言
葉
に
で
き
な
い
満

足
感
が
あ
り
ま
す
。個
性
的
な
部
員
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
が
、み
ん
な「
や
る
と
き
は
や
る
！
」

仲
間
ば
か
り
な
の
で
と
て
も
助
け
ら
れ
て

い
ま
す
！

◆
で
は
、活
動
を
続
け
る
な
か
で
良
か
っ
た

こ
と
、や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
は
何
で
す

か
？お

客
さ
ん
が
楽
し
ん
で
く
れ
た
り
、出
演

し
て
く
れ
る
人
が
楽
し
ん
で
く
れ
る
の
が

一
番
で
す
。

そ
の
た
め
に
、こ
れ
ま
で
楽
器
演
奏
が
多

か
っ
た「
昼
コ
ン
」に
ダ
ン
ス
部
さ
ん
や
ア

ク
シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル
さ
ん
な
ど
に
登
場
し

て
も
ら
う
等
、い
ろ
い
ろ
な
企

画
を
考
え
、よ
り
楽
し
い
空
間

に
な
る
よ
う
メ
ン
バ
ー
皆
で
工

夫
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、裏
方
で
あ
る
私
自
身

も
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

大
学
に
入
学
し
、「
昼
コ
ン
」に
所
属
し
て
か

ら
、陰
で
出
演
者
の
方
々
を
支
え
る「
縁
の

下
の
力
持
ち
」と
い
う
存
在
が
大
好
き
に
な

り
ま
し
た
！

◆
今
後
の「
昼
コ
ン
」の
目
標
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
す
か
？

地
域
の
方
々
が
、私
た
ち
に
興
味
を
持
ち
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う

に
す
る
！
と
い
う
の
が
最
大
の
目
標
で
す
。

以
前
、学
校
の
前
を
歩
い
て
い
た
お
年
寄

り
の
方
に
手
作
り
の
チ
ラ
シ
を
お
渡
し
た
ら
、

本
当
に
見
に
来
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
。お
礼
を
言
い
に
行
く
と「
ま
た
来
る

よ
」と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、私
自
身
と
て
も

幸
せ
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
、作
っ
た
チ
ラ
シ
を
地
域
の
公
共
施

設
に
配
り
、地
域
の
方
々
に
た
く
さ
ん
見
に

来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
！

ま
だ
、サ
ー
ク
ル
が
で
き
て
か
ら
歴
史
は

浅
い
の
で
す
が
、そ
れ
だ
け
色
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
と
思
う
の
で
、「
み
ん

な
で
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
場
」を
め
ざ
し
、

こ
れ
か
ら
も
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
！

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
て
も
明
る
く
元
気
な
籔
本
さ
ん
。こ
れ

か
ら
も「
昼
コ
ン
」メ
ン
バ
ー
と
力
を
あ
わ
せ
、

魅
力
的
な
ス
テ
ー
ジ
を
た
く
さ
ん
企
画
し

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。今
後
の
籔
本
さ

ん
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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会場について 名古屋学院大学さかえサテライト（名古屋市中区栄4-1-1中日ビル7F）
名古屋学院大学名古屋キャンパス日比野学舎（名古屋市熱田区大宝三丁目1番17号）

A
B

お問い合せ先 名古屋学院大学地域連携センター（企画地域連携室）　TEL:052-678-4085

※受付開始日は2011年5月16日（月）10：00 STARTです。　※申し込み締め切り日は、各講座開講の2週間前です。先着順に受付し定員に達しましたらキャンセル待ちとなります。
※「実りの中国語」は教材費が別途必要です。

本学地域連携センターでは、市民の皆さまを対象とした生涯学習講座「シティカレッジ」を開
講しています。2011年度は、下記のとおり、本学教員を講師の中心に13講座を開講します。詳しい
資料をお送りしますので、地域連携センター（052-678 -4085）までお問合せください。

シティカレッジ2011
講座開催のご案内

英会話に慣れよう! 水・木

水

水

水

火

金

水

6/8～7/27

10/12～12/21

6/22～8/31

10/5～12/14

6/21～8/30

10/7～12/16

8/31～9/21

10：30～12：00

10：30～12：00

15：30～17：00

15：30～17：00

19：00～20：30

19：00～20：30

19：00～20：30

10,000円

10,000円

10,000円

10,000円

10,000円

10,000円

4,000円

金7/1～7/29 13：30～15：00

水10/5～11/9 15：30～17：00 無料

木6/23～7/21 18：30～20：00 無料

金・土

木

9/16・9/17

11/10～11/24

18：00～21：10

15：30～17：00

無料

無料

火10/4～10/25 18：00～19：30 無料

無料

全10回

英語で話そう! 全10回

全5回

英語発音の基礎 全4回

実りの中国語（初級） 全10回

実りの中国語（初級～中級） 全10回

仕事に役立つ中国語 全10回

会話で楽しむ韓国語

IT講習会　～熱田～

経営戦略立案法入門

全10回

先が見えない時代を生きる心理学!
～幸せ体質になるセルフコーチング～

全4回

全6回

全5回

全3回

全4回

コミュニケーション
講座

スキルアップ講座

社会講座

キリスト教の愛とは
特別講座

スコットランドの言語と文化文化講座

健康とスポーツ講座

開講期間 時　間 会場受講料曜日

安心!安全!な老後のための生活設計講座

A
A

A

A

A

B

A
A
A
A
A
A
A

地域連携センター

主な
2010年度、バスケットボール部の「東海学生バスケットボール連盟（女子）」
昇格、硬式野球部の「愛知大学野球リーグ2部」昇格をはじめ、本学のさまざ
まなクラブ活動が優秀な成績を収めました。

主な成績(団体) 主な成績(個人

硬式野球部
バスケットボール部

2011年度は、個人競技・団体競技ともに昨年以上のさらなる活躍が期待されます。

バトミントン部

バスケットボール部

硬式野球部

馬術部

ボクシング部

日本拳法部

中日新聞中部学生バドミントン連盟(男子)昇格

東海学生バスケットボール連盟(女子)昇格

愛知大学野球リーグ2部昇格

中部学生自馬競技大会優勝

中部学生新人戦(団体)優勝

第45回中部日本学生拳法新人戦大会(男子)準優勝

ゴルフ部

少林寺拳法部

日本拳法部

馬術部

ボクシング部

全国大会出場

男子組演武有段の部　1位／3位

男子単独演武有段の部　1位

男子二段以上組演武　3位

男子個人戦　2位（全国大会出場）

女子個人戦　2位（全国大会出場）

障害飛越競技小障害(H100)　3位

中障害飛越競技2位（全国大会出場）

ライトウェルター級・フライト級　1位

中部学生ゴルフ選手権競技

東海学生新人大会

東海学生少林寺拳法大会

中部日本学生拳法選手権大会

愛知学生馬術大会

中部学生自馬競技大会

中部学生新人戦

クラブ活動実績
2010年度
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経済
政策
商

  経営情報
英米語

中国コミュニケーション
国際文化協力
スポーツ健康
理学療法

経済

※第2～3志望合格者は合格学科に算入。※上記のほか、センター試験利用入試（前期・中期・後期）も
　実施します。個別試験は実施しません。

学部

総　計

学科
全体

志願者

女子
2010

全体 女子
2011

全体

合格者

女子
2010

全体 女子
2011

全体

入学者

女子
2010

全体 女子
2011

商

外国語

スポーツ健康
リハビリテーション

1,220
376
693
236
440
78
106
396
301
3,846

114
51
161
50
266
33
67
53
77
872

1,360
581
733
404
535
162
152
482
412
4,821

140
91
177
71
258
92
92
94
111
1,126

619
301
359
179
274
76
104
189
143
2,244

73
36
95
46
168
32
69
31
42
592

626
313
346
205
296
84
132
164
169
2,335

73
50
109
45
135
41
85
41
65
644

341
194
252
113
130
46
49
133
84

1,342

37
17
69
26
83
19
30
21
20
322

304
164
232
123
139
58
55
109
93

1,277

32
18
74
23
66
28
31
23
29
324

■2011年度入試結果（各入試区分を合算） 人（女子は内数）

※詳細は本学ＨＰを参照ください

2011年度
オープンキャンパス日程

名古屋キャンパス 7月23日（土）・8月27日（土）・11月26日（土）※11月26日は入試説明会として実施
瀬戸キャンパス 7月30日（土）・7月31日（日）

9月18日（日）

11月5日（土）・6日（日）

11月6日（日）

11月5日（土）

9月18日（日）・19日（月・祝）
24日（土） ● AO入試（セミナー型）

● スポーツ推薦入試 （前期）

● 海外帰国生徒特別入試 （前期）
● 社会人特別入試 （前期）
● 編入学一般入試 （前期）
● 外国人留学生一般入試 （前期）

● 指定校推薦入試

● 一般推薦入試 （前期）

12月10日（土）
● 一般推薦入試 （後期）
●スポーツ推薦入試（中期）

1月30日（月）・1月31日（火）
2月1日（水） ● 一般入試 （前期）

● 一般入試 （中期）
● 海外帰国生徒特別入試 （後期）
● 社会人特別入試 （後期）
● 編入学一般入試 （後期）
● 外国人留学生一般入試 （後期）

2月15日（水）

2月28日（火）

3月12日（月）● 一般入試（後期B日程）

● 一般入試（後期A日程）
●スポーツ推薦入試(後期）

■2012年度入試日程
試験日 試験区分

2
0
1
1
年
度
入
試
結
果
と

2
0
1
2
年
度
入
試
に
向
け
て

2
0
1
1
年
度
入
試
も
、長
引
く
経
済
不

況
に
よ
り
、安
全
志
向
・
地
元
志
向
・
受
験
校

の
絞
込
み
が
続
き
、い
わ
ゆ
る
中
堅
大
学
に

お
い
て
志
願
者
数
を
集
め
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、本
学
の
総

志
願
者
数
は
4
、8
2
1
名
と
な
り
、前
年

度
よ
り
9
7
5
名（
2
5.
4
%
）の
大
幅
増

と
な
り
ま
し
た（
下
表
参
照
）。こ
の
総
志
願

者
数
は
、本
学
に
お
い
て
1
9
9
9
年
以
来

の
志
願
者
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。学
科
別

に
み
ま
す
と
、ど
の
学
科
も
ほ
ぼ
同
じ
く
志

願
者
が
増
加
し
て
お
り
、結
果
、入
学
定
員

を
上
回
る
入
学
者
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

次
に
、2
0
1
2
年
度
入
試
に
つ
い
て
変

更
点
を
中
心
に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

1
A
O
入
試
に
つ
い
て
、2
0
1
2
年
度

で
は
こ
れ
ま
で
の
セ
ミ
ナ
ー
方
式
と
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の
2
方
式
を
セ
ミ

ナ
ー
型
の
み
の
1
方
式
と
し
ま
す
。内
容
に

つ
い
て
は
、昨
年
ま
で
の
セ
ミ
ナ
ー
方
式
と

ほ
ぼ
変
わ
り
な
く
、3
日
間
の
授
業
・
小
テ

ス
ト
の
総
合
評
価
、ま
た
は
2
日
間
の
授
業

＋
最
終
日
の
課
題
確
認
テ
ス
ト
で
の
評
価

と
な
り
ま
す
。

9
月
1
日（
木
）よ
り
出
願
が
開
始
さ
れ
、

9
月
18
日（
日
）・
19
日（
月
・
祝
）・
24
日（
土
）

の
3
日
間
が
入
試
日
と
な
り
ま
す
。

2
一
般
推
薦
入
試（
前
期
）で
は
、リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
に
お
い
て
小
論
文
＋
面

接
型
を
導
入
し
ま
す
。昨
年
度
ま
で
は
、基
礎

学
力
テ
ス
ト
＋
面
接
型
の
み
の
実
施
で
し
た

が
、他
学
部
同
様
、小
論
文
型
を
実
施
し
、多

様
な
学
習
経
験
の
あ
る
受
験
生
を
受
け
入
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
部
小
論
文
型
の
出
願
資
格
に
つ
い
て
は
、

全
体
の
評
定
平
均
値
が
3.
5
以
上
と
な
り

ま
す
。

3
一
般
推
薦
入
試（
後
期
）に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
ま
で
受
験
科
目
が
、小
論
文
＋
基
礎

学
力
テ
ス
ト
＋
面
接
で
し
た
が
、基
礎
学
力

テ
ス
ト
と
面
接
で
の
受
験
と
し
、小
論
文
を

廃
止
し
ま
し
た
。出
願
資
格
に
つ
い
て
は
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
以
外
は
、評
定

平
均
値
の
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん（
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
、3.
0
以
上
）。年
内

に
合
格
の
出
る
最
後
の
入
試
が
よ
り
受
験

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

4
一
般
入
試
に
つ
い
て
は
、昨
年
度
同
様
、

前
期
日
程
と
中
期
日
程
に
お
い
て
、同
一
日・

同
一
学
部
内
で
の
2
教
科
型
と
3
教
科
型

の
併
願
を
可
能
と
し
ま
す
。1
回
の
受
験
で
、

2
回
の
判
定
が
行
わ
れ
ま
す
。さ
ら
に
、セ

ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
を
前
期
・
中
期
・
後

期
と
3
回
実
施
し
、2
回
目
の
受
験
料
を

5
、0
0
0
円
に
大
き
く
減
額
し
ま
す
。た

と
え
ば
、一
般
入
試
の
前
期
日
程
を
同
一
日

併
願
し
、セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試（
前
期
）

も
あ
わ
せ
て
出
願
す
る
と
、5
0
、0
0
0

円
の
検
定
料
で
3
つ
の
合
否
判
定
が
行
わ

れ
、合
格
率
を
ぐ
っ
と
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。ま
た
、セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

入
試
を
2
期
か
ら
3
期
に
増
や
す
た
め
、セ

ン
タ
ー
プ
ラ
ス
方
式
入
試
は
廃
止
し
ま
す
。

な
お
、2
0
1
2
年
度
入
試
要
項
の
詳
細

は
、2
0
1
2
年
度
入
試
ガ
イ
ド
・
各
種
入

試
要
項
を
入
学
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

ま
た
、実
際
に
大
学
の
授
業
・
施
設
を
体
験

で
き
る
よ
う
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
下
記

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。ぜ
ひ
、み
な
さ

ま
の
お
知
り
合
い
の
方
へ
も
ご
案
内
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

7



教育研究振興資金募金の
お礼とお願い

20,000円 10,000円

学生父母関係 〈 5件 〉 70,000円
西川 進 野田 光 遠藤 光雄 匿名希望２件

120,000円

教職員 〈 1件 〉 120,000円
木下 政宣

■教育研究振興資金募金
(2010年10月1日～2011年3月31日受付分) 〈 8件 〉 990,000\

教育研究振興資金募金にご賛同いただき、
ご寄付いただきました皆様方に心から感謝申し上げます。
2010年度後期の募金につきまして、寄付者ご芳名を
まとめさせていただきました。
名古屋学院大学では継続して教育・研究の充実、発展に必要な経費及び
施設拡充の為「教育研究振興資金」へのご協力を広くお願いしております。
これからもご協力をよろしくお願い申し上げます。

寄付金の使途

寄付金要項

お問合せ先

１．寄付金種類　1口 1万円（1口以上）
２．振込方法
同封の「払込取扱票」に必要事項をご記入いただき、郵便局でお払込ください。
手数料は必要ありません。なお、一年生ご父母には別途送付しております。

３．寄付者ご芳名等の公示
寄付者ご芳名、寄付金額につきましては大学広報誌「コズモラマ」に掲載させていただきます。
なお、掲載の可否につきましては「払込取扱票」のご芳名掲載「不・可」欄の該当箇所に○をご記入願います。

４．寄付金に対する減免税措置について
本寄付金が２千円を超える場合は、確定申告でその超えた金額がその年の課税所得金額から控除されます。
但し、新入生の場合には入学年の4月から12月までの寄付は寄付金控除の対象となりません。

教育研究振興資金に充当させていただきます。

名古屋学院大学総務部財務課募金係　TEL:（052）678-4084

名古屋キャンパス　　瀬戸キャンパス

名古屋キャンパス名古屋キャンパス

教育研究振興資金募金について

学生納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

科  目
消費収入の部

11年度予算 10年度予算 差異（'11-10）
5,683,884
117,195
30,000
481,450
67,030

0
24,860
136,118
6,540,537
△ 637,278
5,903,259

5,824,474
117,195
30,000
506,739
39,680

0
29,555
76,440

6,624,083
△ 530,785
6,093,298

△ 140,590
0
0

△ 25,289
27,350

0
△ 4,695
59,678

△ 83,546
△ 106,493
△ 190,039

人件費
 　(内退職給与引当額）
教育研究経費
   (内減価償却額）
管理経費
  (内減価償却額）
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額
予備費
消費支出の部合計
当年度消費収支差額
前年度繰越消費収支差額
翌年度繰越消費収支差額

科  目
消費支出の部

11年度予算 10年度予算 差異（'11-10）
3,510,304
（512,031）
2,168,021
（589,060）
430,606
（26,927）
15,997

0
0

50,000
6,174,928
△ 271,669
△ 3,550,062
△ 3,821,731

365,609
5.6%

3,259,363
（310,666）
2,206,243
（612,235）
389,130
（27,054）
18,727

0
0

50,000
5,923,464
169,834

△ 3,719,895
△ 3,550,062

700,619
10.6%

250,941
201,365
△ 38,223

（△23,175）
41,476

（△127）
△ 2,731

0
0
0

251,464
△ 441,502
169,834

△ 271,669
△ 335,010

2010年度決算関係書類（財産目録・貸借対照表・収支計算書・監事及び独立監査法人による監査報告書・事業報告書）及び2011年度予算書類・事業計画書は、
6月上旬以降に名古屋キャンパス白鳥学舎財務課および瀬戸キャンパス総合事務部で縦覧できます。なお、本学ホームページでも公開いたします。

●資金収支計算書

2011年度予算総括表（学校法人会計基準による）

学生納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

(単位：千円、単位未満四捨五入） ※10年度予算は二次補正額

科  目
収入の部

11年度予算 10年度予算 差異（'11-10）
5,683,884
117,195
30,000
481,450
67,030

0
24,860
136,118

0
975,180
140,317

△ 1,269,898
3,491,880
9,878,016

5,824,474
117,195
30,000
506,739
39,680

0
29,555
76,440

0
975,180
230,543

△ 1,208,304
3,677,317
10,298,820

△ 140,590
0
0

△ 25,289
27,350

0
△ 4,695
59,678

0
0

△ 90,226
△ 61,594
△ 185,438
△ 420,804

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

支出の部合計

科  目
支出の部

11年度予算 10年度予算 差異（'11-10）
3,196,180
1,578,961
403,679
15,997
146,000
385,869
105,409
942,696
310,000
70,000

△ 380,000
3,103,226

9,878,016

3,046,613
1,594,008
362,077
18,727
146,000
280,785
104,000
942,338
514,748
70,000

△ 272,357
3,491,880

10,298,820

149,567
△ 15,047
41,603
△ 2,731

0
105,084
1,409
358

△ 204,748
0

△ 107,643
△ 388,654

 
△ 420,804

●消費収支計算書

目的別事業経費内訳
（健康センター建設、合宿所友愛建替え、六合館耐震工事経費を除く）（単位：千円）

学校法人名古屋学院大学の2011年度予算は
3月17日に理事会と評議員会で承認されましたので概略をお知らせします。

■ 消費収支計算書
消費収支計算書は、当該年度の帰属収入合計（借入金等の負債となる収
入は除く）から基本金組入額を控除した「消費収入の部合計」と当該年度に
消費する「消費支出の部合計」を比べて「消費収支差額」を算出する構造に
なっています。これにより当年度の収支の均衡や経営状態の健全性を判
断することができます。また、基本金組入額は主に当年度および将来取得
する施設・設備の取得資金額です。
2011年度の帰属収入は6,540,537千円となっています。基本金組入額は

637,278千円となっています。全て第1号基本金で、瀬戸キャンパスの健康
センター建設、合宿所友愛建て替え、六合館耐震工事に伴う施設・設備関係
支出、白鳥学舎隣地購入に伴う借入金返済額の組入れによるものです。こ
の結果、消費収入の部合計は5,903,259千円となります。消費支出の部合計
は6,174,928千円で当年度消費収支差額は271,669千円の支出超過となって
います。学校法人の運営を財務面からみるもっとも重要な帰属収支差額
は365,609千円の収入超過となります。

■ 資金収支計算書
資金収支計算書は、当該年度の諸活動に対応する全ての収入、支出の内
容を明らかにすることと、支払資金の顛末を明らかにすることです。
支払資金は前年度繰越支払資金が3,491,880千円で次年度繰越支払資金
は3,103,226千円となり、388,654千円減少しております。

■ 2011年度の主な事業内容
■2010年10月に開設した「教育学習支援センター」が本格的に業務をスター
ト。入学前教育、基礎教育、学部事業、FD活動に取り組みます。

■瀬戸キャンパスに理学療法士を目指す学生の実習可能な診療施設とし
て健康センターを建設します。

■瀬戸キャンパスの老朽化した友愛合宿所を建て替え、ゼミナール活動や
クラブ活動等で快適に利用できる環境を整備します。

■瀬戸キャンパスの六合館を耐震化し、安全な教育環境を提供します。
■大学と学生をつなぐ「CCS（キャンパスコミュニケーションシステム）」
を継続してバージョンアップ（4年計画の2年目）します。

■名古屋キャンパスが広く社会に認知されるように特別広報を今後3ヵ年
かけて行います。
●新入生プログラム・ガイダンスの実施（経済学部：熱田区ウォークラリー、
商学部：リトルワールド、外国語学部：豊田野外教育センター、
　スポーツ健康学部：スポーツ交流、リハビリテーション学部：瀬戸市探訪）
●大学院昼夜開講（さかえサテライト設置・名古屋市栄中日ビル7階：企
業経営特別講座等）
●キャリア形成の支援（能力開発講座、資格講座、インターンシップ）
●情報教育の推進（ノートパソコンを全学生に配布、第10期電子計算機
システム、パソコン検定講座）
●学内情報システムの整備とIT化の整備促進（CCS：キャンパスコミュニ
ケーションシステム）
●情報検索サービス（電子ジャーナルデータベースの充実）
●国際化推進（長期・中期・短期の留学生派遣、海外協定校からの交換留
学生の受入、インターナショナルラウンジでの語学習得や異文化理解
の促進）
●特色ある教育（戦略GP［知域拡大プロジェクト］、大学教育推進GP［経
済学コア6の形成］、学生支援推進GP［就職］の各文科省選定事業）

●スクールバス運行（無料運行の実施、高蔵寺・瀬戸市駅2路線）
●奨学金の充実（日本学生支援機構奨学金、一般奨学金、緊急奨学金、社
会人学生奨学金、入学生緊急奨学金、入学奨励金等）

●健康診断等（学生定期健康診断、学医診察、学生相談カウンセラー）
●父母懇談会（開催会場：大学、岐阜、四日市、浜松、金沢）
●地域連携センター事業（シティーカレッジ：キリスト教の愛とは、仕事
に役立つ中国語等）

財務情報の
公開について

2011年度
予算報告

目的別事業予算（資金収支の教育研究経費+管理経費+施設関係+
設備関係の各支出の合計）は表のとおりです。

教育支援
286,691 13.8%

奨学金
116,741 5.6%

管理運営
291,364 14.1%

図書・学術
75,663 3.6%

公共料金
119,234 5.7%

施設保守
314,532 15.2%

スクールバス
150,676 7.3%

研究
126,536 6.1%

学生募集
231,680 11.2%

情報
290,372 14.0%

学生サービス
70,429 3.4%

帰属収支差額
帰属収支差額比率

750,000円  50,000円

企業・法人 〈 2件 〉 800,000円
株式会社 文教 みずほ証券株式会社

2011年3月22日、瀬戸キャンパスおいて「健康センター」と新合宿所「友愛」の起工式を執
り行いました。
「健康センター」は、瀬戸キャンパス東門向いの駐車場北側に建設します。
通所リハビリと診療リハビリの、２つの機能を備えた診療所で、リハビリテーション学部
生が実習を行うことが可能となります。（2011年9月竣工予定）
新合宿所「友愛」は、瀬戸キャンパス既存の合宿所敷地内に建設します。
居室が14部屋、ミーティングルーム、テラスを備え、充実した設備に加え、敷地内にバーベ
キューをすることができるスペースを設けるなど、ゼミやサークル、クラブ活動等の合宿
において最適の設備が整っています。（2011年10月竣工予定）

健康センター・新合宿所「友愛」
起工式を執り行いました

新合宿所「友愛」の完成予想図新合宿所「友愛」の完成予想図

「健康センター」の完成予想図「健康センター」の完成予想図

瀬戸キャンパス
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私
が「
日
本
手
話
を
研
究
し
て
い
る
」と
人
に
い

う
と
、「
手
話
は
世
界
共
通
で
し
ょ
う
？
」と
い
う
質

問
を
よ
く
さ
れ
る
。「
国
に
よ
っ
て
手
話
は
そ
れ
ぞ

れ
違
う
よ
」と
答
え
る
と
、「
日
本
語
手
話
と
英
語
手

話
は
違
う
の
？
」と
ま
た
よ
く
き
か
れ
る
。ま
ず
、音

声
言
語
と
同
じ
よ
う
に
、国
に
よ
っ
て
手
話
が
違
う
。

考
え
て
み
れ
ば
、当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。国
に

よ
っ
て
文
化
と
習
慣
が
違
う
の
で
、そ
の
相
違
に
よ

っ
て
こ
と
ば
と
表
現
も
違
っ
て
く
る
。

　
た
と
え
ば
、ア
メ
リ
カ
手
話（
Ａ
Ｓ
Ｌ
）の
場
合
、

「
食
べ
る
」と
い
う
手
話
は
、ま
ず
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ

の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
手
の
形
を
作
り
、そ

の
片
手
を
口
の
近
く
に
も
っ
て
く
る
。日
本
手
話
の

場
合
、日
本
の
文
化
と
ろ
う
者
の
ろ
う
文
化
の
な
か

の
言
語
な
の
で
、サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
を
も
っ
て
い
る

手
の
形
よ
り
も
、
1
の
よ
う
に
、口
の
近
く
に
お
箸

を
も
っ
て
く
る
し
ぐ
さ
が「
食
べ
る
」と
い
う
手
話

に
な
る
。そ
し
て
、国
に
よ
っ
て
手
話
が
違
う
だ
け

で
は
な
く
て
、同
じ
国
の
な
か
で
も
、地
域
に
よ
っ

て
、音
声
言
語
と
お
な
じ
よ
う
に
、独
自
の
手
話
方

言
が
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、「
名
前
」を

表
現
す
る
場
合
、
2
と
3

の
手
話
が
あ
る
。両
方
と

も「
名
前
」と
い
う
意
味
で

あ
る
が
、2
の
ほ
う
が
よ
く

関
西
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、

3
は
よ
く
関
東
で
使
わ
れ

て
い
る
。地
域
共
通
で
は
な

い
の
で
、世
界
共
通
と
い
う

こ
と
も
無
理
で
あ
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
、日
本
手
話

と
日
本
語
も
違
う
。日
本
語

対
応
手
話（
日
本
語
の
文
法

に
合
わ
せ
た
手
話
の
手
形
）

も
あ
る
が
、ろ
う
者
が
使
う
日
本
手
話
の
文
法（
単

語
の
順
序
）は
日
本
語
や
日
本
語
対
応
手
話
と
は
異

な
る
。簡
単
な
例
文
を
み
て
み
よ
う
。

　
た
と
え
ば
、日
本
語
の「
ま
だ
結
婚
し
て
な
い
」と

い
う
文
は
4
の
よ
う
な
日
本
語
対
応
手
話
に
な
る
。

「
ま
だ
」、「
結
婚
」、「
な
い
」の
順
序
は
、日
本
語
と
同

じ
順
序
で
あ
る
。し
か
し
、日
本
手
話
の
順
序
は
少

し
異
な
り
、5
の
よ
う
に
な
る
。文
が
短
く
な
っ
て
、

順
序
も
違
っ
て
く
る
。「
結
婚
」（「
女
」と「
男
」が
一

緒
に
な
る
）と
い
う
表
現
は
同
じ
だ
が
、「
ま
だ
」と

い
う
手
話
が
最
後
に
く
る
。こ
の
場
合
、「
ま
だ
」と

い
う
手
話
は
文
末
で
動
詞
の
よ
う
な
働
き
も
す
る
。

　
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
、日
本
手
話
の
場
合
、顔
の

表
情
も
文
法
的
な
働
き
を
す
る
。た
と
え
ば
、た
だ

「
ま
だ
結
婚
し
て
な
い
」で
は
な
く
、あ
せ
っ
て
、「
結

婚
ま
だ
だ
よ
！
！
！
」の
よ
う
な
文
で
あ
れ
ば
、
6

の
よ
う
に
な
る
。顔
の
表
情
が
厳
し
く
な
る
と
、手

が
離
れ
て
い
る
距
離
が
ち
が
う
。

　
名
古
屋
学
院
大
学
に
耳
が
聞
こ
え
な
い
学
生
が

い
る
。耳
が
聞
こ
え
な
い
方
が
教
え
る
手
話
の
講
義

と
手
話
サ
ー
ク
ル
も
あ
る
。興
味
あ
る
学
生
は
是
非

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。手
話
は
楽
し
い
よ
！

日
本
の
も
う
ひ
と
つ
の
言
語
、

も
う
ひ
と
つ
の
文
化

E S S A Y

外
国
語
学
部
教
授

W.
J.
ハ
ロ
フ
ス
キ
ー

学
生
た
ち
の
夢
を
応
援
す
る

教
員
が
熱
く
語
り
ま
す
。

私
の講

義
日
誌
24

diary

社
会
に
不
可
欠
な
金
融
系
科
目
の
重
要
性

金
融
は
社
会
と
い
う
身
体
の
中
に
お
け
る

 

血
液
循
環
の
よ
う
な
も
の

私
は
、経
済
学
部
に
所
属
し
、「
金
融
論
入
門
」

「
金
融
論
」「
国
際
金
融
論
」「
現
代
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」

と
い
っ
た
金
融
系
の
科
目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、専
門
は「
金
融
論
」で
す
。「
金
融
論
」

と
聞
く
と
難
し
そ
う
で
と
っ
つ
き
に
く
い
イ
メ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
金
融（
お
金
…
カ
ネ
）」は
私
た
ち
に
と
っ
て

不
可
欠
で
身
近
な
存
在
で
あ
り
、健
康
や
家
族
、

生
命
と
同
じ
く
ら
い
重
要
な
の
で
す
。

「
金
融
論
」と
は
“お
金
の
流
れ
”に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
経
済
現
象
を
分
析
す
る
学
問
で
す
。す

な
わ
ち
、「
金
融
」と
は
お
金
に
余
裕
の
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
必
要
な
と
こ
ろ
へ
流
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
“お
金（
カ
ネ
）”は
私
た
ち
の
身
体

の
血
液
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。私

た
ち
の
身
体
は
血
液
循
環
が
滞
る
と
機
能
不
全

に
陥
り
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。経
済
社
会

に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
す
。経
済
社
会
で

は
資
金
循
環
“お
金
の
流
れ
”が
滞
る
と
社
会
は

機
能
不
全
に
陥
り
、経
済
用
語
で
い
う
、イ
ン
フ

レ
や
デ
フ
レ
に
な
り
私
た
ち
の
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。で
す
か
ら
“お
金（
カ
ネ
）”は
私

た
ち
の
生
活
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

私
が
担
当
す
る
金
融
系
の
科
目
は
、分
か
り
や

す
く
言
う
と
、「
金
融
論
」で
は
国
内
外
の
お
金
の

流
れ
、「
国
際
金
融
論
」で
は
国
と
国
と
の
お
金
の

や
り
と
り
、「
現
代
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」で
は
お
金
を

い
か
に
う
ま
く
や
り
く
り
で
き
る
か
、に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

ま
た
、私
は
2
・
3
・
4
年
生
の
演
習（
ゼ
ミ
）を

担
当
し
て
い
ま
す
。私
は「
授
業
で
は
厳
し
く
ゼ

ミ
で
は
や
さ
し
く
楽
し
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

い
ま
す
。2
年
生
の
ゼ
ミ
で
は
、「
金
融
論
」の
理

論
や
分
析
手
法
、基
礎
知
識
を
培
い
、後
に
専
門

科
目
を
履
修
す
る
際
に
必
要
と
さ
れ
る
経
済
学

的
思
考
を
身
に
つ
け
ま
す
。3
・
4
年
生
の
ゼ
ミ

で
は
、金
融
に
限
ら
ず
、自
分
が
興
味
を
抱
く
さ

ま
ざ
ま
な
経
済
学
的
諸
問
題
を
経
済
学
的
に
分

析
し
ま
す
が
、並
行
し
て
、自
分
の
目
指
す
就
職

先
に
た
ど
り
着
け
る
よ
う「
社
会
人
基
礎
力
」も

身
に
つ
け
て
も
ら
い
ま
す
。私
の
ゼ
ミ
生
は
み
な

明
る
く
元
気
で
ヤ
ル
気
に
溢
れ
、学
業
の
み
な
ら

ず
学
生
生
活
や
部
活
動
・
サ
ー
ク
ル
・
ア
ル
バ
イ

ト
と
い
っ
た
、な
に
ご
と
に
も
一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
で
お
り
、そ
ん
な
彼
ら
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
大
学
で
金
融
系
の
科
目
を
積
極

的
に
勉
強
し
、“お
金（
カ
ネ
）”の
重
要
性
を
理

解
し
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、金
融
の
理
論
や
知
識

に
基
づ
き
、日
本
あ
る
い
は
諸
外
国
の
金
融
に
関

わ
る
身
近
な
諸
問
題
を
解
決
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

本学さかえサテライトで行われた特別講演会

小林礼実
 こ ばやし あや み
経済学部講師

1

2

4

5

3

6

12 11
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 8日（水） NGUチャペルコンサート［キリスト教センター］
　  〃  TOEFL－ITP［国際センター］
 中旬　  学部長表彰
 　  ホームページ作成講座（初級）
   〔～7月中旬〕［学術情報センター］
 　  宗教講習会［キリスト教センター］
 22日（水） 中国語スピーチコンテスト［国際センター］
 下旬　  学生大会

6
月

行事予定2011年 5月～11月 2011年度 新任教職員紹介

2010年度 新任職員紹介 （2010年12月以降就任者）

 上旬　  PC検定準2級講習会〔～12月下旬・7日間〕
   ［学術情報センター］
 9日（水） TOEFL－ITP［国際センター］
 16日（水） 英語スピーチコンテスト［国際センター］
28日（月）  中国語検定試験［国際センター］
30日（水）  日本語スピーチコンテスト［国際センター］

11
月

5
月

 2日（月） 臨時休講
 6日（金） 臨時休講
 10日（火） 雑誌リサイクル展〔～20日（金）まで〕
   ［学術情報センター］
 11日（水） インターシップガイダンス［キャリアセンター］
　  〃  TOEFL－ITP［国際センター］
 中旬　  PC検定試験3級講習会〔～6月下旬・6日間〕
   ［学術情報センター］

 上旬　  学生論文コンクール募集公示
  （投稿〆切10月末日）［総合研究所］
  宗教講演会［キリスト教センター］
 6日（水） TOEFL－ITP［国際センター］
 18日（月） 臨時開講
 25日（月） 春学期定期試験 〔～8月5日（金）まで〕

7
月

 上旬　  フレッシュマンキャンプ［体育会など］
  インターンシップ［キャリアセンター］
 5日（金） 春学期授業終了
 8日（月） 春学期集中講義（但し、一斉休暇、追試験日を除く）
   〔～9月9日（金）まで〕
  夏季休暇 〔～9月20日（火）まで〕
11日（木）  春学期追試験 〔～12日（金）まで〕
 26日（金） 春学期再試験 〔～29日（月）まで〕

8
月

 15日（木） 春学期学位授与式
　  〃  留学生別科秋学期入学式
 中旬　  大学院経済経営研究科経済学専攻入試［修士］
  大学院外国語学研究科英語学専攻入試［修士］
  大学院経済経営研究科経営政策専攻入試［博士前期］
  大学院外国語学研究科国際文化協力専攻入試［修士］
 20日（火） 春学期終了
 21日（水） 秋学期授業開始
　  〃  履修登録変更期間 〔～27日（火）まで〕
23日（金）  臨時開講
 下旬　  3年生対象就職ガイダンス［キャリアセンター］
 下旬　  ホームページ作成講座（中級）
   〔～11月中旬・5日前〕［学術情報センター］

9
月

10
月

 5日（水） TOEFL－ITP［国際センター］
 10日（月） 臨時開講
 中旬　  宗教講習会［キリスト教センター］
 15日（土） 大学創立記念日
　  〃  瀬戸キャンパス祭
 下旬　  大学院通信制英語学専攻入試［博士前期］
 20日（木） プレ大学祭（臨時休講）
 29日（土）・30日（日）　大学祭

13

「
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
」が
完
成

経済学部 経済学科（3名）

長谷川 将穂　佐々木 健太
二村　僚

経済学部 政策学科（1名）

江口 英里
商学部 商学科 （1名）

谷口 枝里花

商学部 情報ビジネス
コミュニケーション学科 （1名）

濱島　翠

外国語学部
英米語学科 （1名）

石黒 貴寛

外国語学部
中国コミュニケーション学科 （1名）

戸部 美奈子

外国語学部 
国際文化協力学科（1名）

名越 千紗

人間健康学部
人間健康学科（2名）

板谷 由佳里　遠藤 治奈

人間健康学部
リハビリテーション学科（1名）

森　隆

I n f o rma t i on
インフォメーション

父
母
会
総
会
・
父
母
懇
談
会
の
ご
案
内

学
長
表
彰
で
12 
名
を
表
彰

理
学
療
法
士
国
家
試
験
結
果
報
告

学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
就
任

2
0
1
0
年
度

学
位
記
授
与
式
を
挙
行

　
2
0
1
1
年
度
父
母
会
総
会
が
6
月
18
日（
土
）

に
本
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鳥
学
舎
で
開
催

さ
れ
ま
す
。総
会
で
は
、予
算・決
算
お
よ
び
役
員

の
改
選
な
ど
の
議
題
審
議
の
他
、学
長
か
ら
大
学

の
近
況・教
育
方
針
等
に
つ
い
て
の
報
告
を
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
1
1
年
度
父
母
懇
談
会
は
9
月
に

金
沢
、岐
阜
、浜
松
、四
日
市
、本
学（
名
古
屋
・
瀬

戸
）の
各
会
場
に
て
開
催
し
ま
す
。

　
多
数
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

四
月
二
日
、ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
長
の
村
瀬

豊
教
授
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

主
の
平
安
と
慰
め
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

建
設
中
だ
っ
た「
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
」が

2
0
1
1
年
3
月
22
日（
火
）に
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ

ス
に
完
成
し
、「
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
竣
工
式
」が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
横
の
第
2
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
式
典
を
執
り
行
い
、出
席
者
全
員
で
讃
美

歌
を
歌
い
、そ
れ
に
続
い
て
葛
井
義
憲
宗
教
部
長

の
聖
書
朗
読
、な
ら
び
に
祈
祷
が
あ
り
ま
し
た
。

明
る
く
き
れ
い
に
な
っ
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を

利
用
す
る
各
ク
ラ
ブ
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

3
月
31
日（
水
）に
第
46
回
理
学
療
法
士
国
家

試
験
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。本
学
人
間
健
康

学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
第
二
期
生
の

皆
さ
ん
は
、試
験
に
向
け
て
連
日
夜
遅
く
ま
で
勉

強
に
励
み
、仲
間
と
と
も
に
教
え
合
う
な
ど
、鍛

錬
を
怠
る
こ
と
な
く
日
ご
ろ
の
努
力
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。社
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

☆
本
学
理
学
療
法
士
国
家
試
験
合
格
率
　

89.
0
％（
全
国
平
均
74.
3
％
）

就
職
決
定
状
況
1
0
0
%

名
古
屋
学
院
大
学
学
長
・
外
国
語
学
部
長
と

大
学
院
経
済
経
営
研
究
科
長
を
新
た
に
選
任

い
た
し
ま
し
た
。

熱
意
あ
ふ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
陣
の
活
躍
で
、本

学
の
さ
ら
な
る
躍
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

2
0
1
0
年
度
学
位
記
授
与
式
を
3
月
16

日（
水
）に
名
古
屋
国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
ホ
ー
ル
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

式
で
は
讃
美
歌
が

歌
わ
れ
、宗
教
部
長
に

よ
る
聖
書
朗
読
・
学
長

か
ら
の
祝
辞
の
他
、

吹
奏
楽
部
と
ジ
ャ
ズ

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
り
、「
旅
立
ち
の

日
に
」〔
坂
本
浩
美
作

曲
 W
i
n
d
s
 S
c
o
r
e
編
曲
〕が
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。学
部
卒
業
生
1
1
9
1
名
、大
学
院

（
通
信
教
育
課
程
を
含
む
）修
了
生
63
名
に
学
位

記
な
ら
び
に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、卒
業
と

旅
立
ち
を
祝
い
ま
し
た
。

在
学
中
、4
年
間
を
通
し
て
、学
業
に
お
い

て
特
に
優
秀
な
成
績
を
修
め
、他
の
模
範
と
な

る
活
動
を
し
た
学
生
を
表
彰
す
る
学
長
表
彰

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。表
彰
式
は
3
月
16
日

（
水
）に
名
古
屋
国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、学
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

学
長

石
川
輝
海
　
教
授

い
し
か
わ
　
て
る
み

外
国
語
学
部
長

大
学
院
経
済
経
営
研
究
科
長

笠
井
雅
直
　
教
授

か
さ
い
　
ま
き
な
お

木
船
久
雄
　
教
授

き
ぶ
ね
 
ひ
さ
お

●表彰された皆さんです。

東北地方太平洋沖地震と
ニュージーランド地震

　3月11日に発生しました東日本大震災に
おいては甚大な被害が発生し、今もなお困
難な生活をされている方々が多数いらっしゃ
います。被災をされた方々、また被災地に
所縁の深い方々に心からお見舞いを申し
上げます。一日も早い復興を願い、微力な
がら名古屋学院大学としてお役に立ちた
いと考え、義援金の募金活動を行い、学生
自治会も自主的に募金活動を行っています。
　また、2月22日にはニュージーランド・
クライストチャーチ近郊を震源とする地
震も発生しました。本学から１０名の学生
が当地に留学していましたが、全員の無事
が確認されました。

2011年度父母懇談会予定

開催地

浜松

金沢

大垣

四日市

9月 3日（土）

9月 3日（土）

9月10日（土）

9月10日（土）

9月17日（土）

9月17日（土）

オークラアクト
シティホテル浜松

金沢都ホテル

ロワジールホテル
大垣

四日市都ホテル

名古屋キャンパス
白鳥学舎

瀬戸キャンパス

開催日 会場

大学
（名古屋キャンパス）

大学
（瀬戸キャンパス）

経済学部

趣味
音楽を聴く・歌うこと
学生へのメッセージ
よく学び、よく遊び、あなたらしさあ
ふれる大学生活を実現してください。

松本 浩司
 まつ もと こう じ

趣味
旅行・合気道
学生へのメッセージ
学生の皆さんと多くの感動がある生
活を一緒にすごしましょう!!

川村 隆子
 かわ むら たか こ

趣味
ピアノ・映画鑑賞
学生へのメッセージ
いっぱい勉強し、いっぱい遊ぶ、
楽しい4年間を送ってください。

上山 仁恵 
 うえ やま ひと え

経済学部 商学部 外国語学部

趣味
読書・ドライブ
学生へのメッセージ
楽しい4年間をすごしてください。

人見 泰弘
 ひと み やす ひろ

趣味
料理・お酒・台湾旅行
学生へのメッセージ
よく学び、よく遊ぶ4年間にしてくだ
さい。

村井 宏栄
 むら い ひろ え

趣味
映画鑑賞・読書
学生へのメッセージ
色々なことにチャレンジして、有意
義な学生生活を過ごしてください。

吉田 達矢
 よし だ たつ や

スポーツ健康学部

配属部署
教育学習支援センター
趣味　読書
学生へのメッセージ
4年間に一冊でも多く本を読んでく
ださい。

藤岡 豊
 ふじ おか ゆたか

趣味
スポーツ全般
学生へのメッセージ
夢のある学生生活を送りましょう。

松田 克彦
 まつ だ かつ ひこ

趣味
ラグビー
学生へのメッセージ
こんにちは!瀬戸キャンパスでスポー
ツをしたり、研究する機会を楽しみ
にしています。

早坂 一成
 はや さか かず なり

配属部署
キャリアセンター
趣味　読書・野球観戦
学生へのメッセージ
学生生活をエンジョイして、就職も
ゲットしましょう。

味澤 克彦
 あじ さわ かつ ひこ

配属部署
国際センター
趣味　読書・散歩・旅行
学生へのメッセージ
積極的にいろいろ経験してみること
が大切だと思います。

冨田 修
 とみ た おさむ

配属部署
瀬戸キャンパス総合事務部
趣味　スキー・ゴルフ
学生へのメッセージ
名古屋学院大学OBです。
学生のみなさん、最高のキャンパス
ライフにしてください。

柴田 勇紀
 しば た ゆう き

配属部署
広報室
趣味　野球観戦
学生へのメッセージ
時間はたっぷりあります!色々なこ
とにチャレンジしてみてください!

杉原 啓公
すぎ はら ひろ まさ

配属部署
総務課
趣味　スポーツ全般
学生へのメッセージ
皆さんの学生生活がより良いものに
なるよう全力でサポートしていきます!

今井 辰也
 いま い たつ や

配属部署
入学センター
趣味　読書・旅行
学生へのメッセージ
勉強やクラブ、サークルなどを頑張って、
充実した学生生活を送ってください。

青木 敏信
 あお き とし のぶ
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